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一
九
二
四
年
火
星
衝
の
観
測

中
村

要

今
年
の
衝
に
は
視
直
径
が
二
十
五
、
一
秒
に
も
な
り
最
も
好
都
合
の
も

の
で
あ
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
從
っ
て
火
星
に
興
味
を
有
す
る
自

分
も
成
る
べ
く
よ
く
見
た
い
噛
こ
い
ふ
希
望
は
あ
り
三
年
前
か
ら
頭
に
残

っ
た
反
射
望
遽
鏡
を
持
ち
た
い
ε
い
ふ
希
望
を
や
う
や
く
實
現
し
ま
つ

い
繧
験
を
た
よ
り
く
」
し
て
観
側
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
九
二
二
年
の
衝
に
於
て
観
測
の
経
験
上
反
射
望
遽
鏡
が
甚
だ
有
利

で
あ
る
の
を
知
り
蝸
九
｝
ご
一
年
よ
り
｝
哺
三
年
に
か
け
十
八
プ
ラ
シ
ア
ー

反
射
鏡
を
六
吋
牛
に
絞
り
其
の
能
力
に
つ
き
長
い
實
験
の
結
果
論
の
口

径
な
れ
ば
不
完
全
な
か
ら
自
分
の
希
望
を
満
し
得
る
を
確
か
め
且
つ
費

用
の
都
合
上
も
あ
り
六
吋
牛
ε
決
め
た
の
で
あ
る
。
何
人
の
鏡
に
す
べ

き
や
に
つ
き
随
分
考
え
た
が
燧
に
英
書
一
流
の
素
人
製
作
者
エ
リ
ソ
ン

氏
を
選
定
し
（
同
氏
が
火
星
観
測
家
で
あ
る
事
よ
り
）
二
三
年
の
九
月

に
到
っ
て
同
氏
に
火
星
の
観
測
に
使
用
す
る
旨
依
頼
せ
し
所
心
快
く
承

諾
さ
れ
た
。
年
末
理
事
を
費
用
ε
し
て
注
文
鏡
は
二
月
始
め
に
完
成
種

々
の
試
験
に
よ
り
完
全
な
も
の
ε
認
め
ら
れ
五
月
始
め
よ
う
や
く
入
手

八
月
始
め
よ
り
假
マ
ウ
チ
ン
グ
に
て
よ
う
や
く
使
用
し
得
る
に
到
っ
た

蜂
蜜
距
離
は
僅
か
に
四
十
六
吋
で
あ
る
が
何
故
此
れ
を
選
ん
だ
か
ミ
言

へ
ば
自
有
の
三
吋
焦
鮎
距
離
四
十
五
吋
の
も
の
ミ
遊
行
に
マ
ウ
ン
ト
し

て
悪
き
、
γ
ー
イ
ン
グ
の
場
合
三
吋
を
使
ふ
ε
い
ふ
様
な
考
へ
ε
火
星
以

外
特
に
使
用
し
た
い
愛
光
星
観
測
に
は
短
き
方
有
利
ミ
認
め
或
は
倍
牽

の
鮎
も
考
え
て
大
饅
四
十
五
吋
マ
」
依
頼
し
た
所
四
十
六
吋
ε
な
っ
た
の

で
あ
る
。
其
後
の
経
験
に
よ
る
ε
火
星
用
隔
こ
し
て
此
の
考
は
過
ぎ
て
五

十
吋
乃
至
六
十
吋
の
焦
鮎
距
離
が
ア
イ
ピ
ー
ス
の
鮎
よ
り
よ
か
っ
た
襟

に
思
は
れ
る
。
像
の
質
は
何
等
の
映
鮎
を
認
め
な
い
最
も
完
全
な
鏡
で

あ
る
。
此
の
鏡
に
つ
き
ア
イ
ピ
ー
ス
の
鮎
に
エ
リ
ソ
ン
氏
は
わ
ざ
～
㍉

E
M
誌
三
〇
七
↓
號
に
望
。
・
二
。
。
自
、
同
①
ゆ
①
。
§
ε
題
す
る
記
事
を
嚢
表
せ

ら
れ
た
。

　
観
測
に
七
吋
ワ
ァ
イ
ス
を
最
も
よ
く
使
っ
た
。
し
か
し
衝
の
近
く
に

は
殆
ん
さ
六
吋
孕
を
專
匂
し
た
。
種
々
な
る
理
由
が
あ
る
。
後
に
理
由

は
の
べ
る
が
一
般
の
観
測
に
七
吋
の
優
れ
る
事
ミ
時
計
仕
懸
付
き
な
る

黙
よ
り
し
て
観
測
上
の
便
利
等
は
七
吋
赤
道
儀
は
良
い
。
十
吋
は
二
度

使
っ
た
が
も
ε
も
く
」
高
倍
卒
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で
な
く
叉
十
吋
を
使

え
る
だ
け
の
良
シ
ー
イ
ン
、
グ
も
な
い
。

　
私
の
観
測
に
使
っ
た
機
械
は
一
流
の
研
究
者
の
も
の
に
比
し
甚
だ
小

さ
い
。
け
れ
さ
も
此
れ
は
得
る
事
の
出
來
な
い
事
で
あ
る
。
観
測
中
幾

度
か
不
充
分
な
る
口
径
の
爲
に
泣
か
さ
れ
た
事
も
あ
る
。
使
用
せ
る
ロ

径
ε
し
て
は
可
な
り
の
結
果
は
得
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
紳
戸
早
書
の
外
人
ス
コ
フ
イ
ル
ド
氏
が
カ
ル
バ
ー
八
手
牛
鏡
を
使
用

し
て
忠
愛
に
観
測
せ
ら
れ
た
が
特
別
な
る
事
件
に
關
す
る
堰
堤
結
果
の

交
換
及
び
同
氏
の
厚
意
に
よ
り
拝
見
せ
る
結
果
に
よ
り
此
の
報
告
が
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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常
に
確
か
め
ら
れ
判
事
は
全
く
堅
し
い
。

　
火
星
の
観
測
は
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
の
方
針
に
從
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ

っ
て
ピ
ヶ
リ
ン
グ
氏
の
計
叢
は
海
老
氏
の
手
に
よ
り
て
去
る
八
月
號
火

星
報
告
ε
題
し
て
記
載
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
ス
ケ
ヅ
チ
は
火
星
面
経
度
○
、
六
〇
，
一
二
品
目
一
八
0
，
二
四
〇

三
〇
〇
の
六
鮎
の
近
く
に
て
、
こ
る
。
或
は
其
の
中
間
三
＋
度
の
鮎
。

註
　
山
ハ
†
度
づ
・
距
ろ
固
め
に
拭
四
時
間
待
つ
た
要
ず
ろ
。
曄
問
が
甚
だ
制
限

　
さ
れ
ろ
爲
に
一
夜
に
最
大
二
箇
の
ス
ケ
ッ
チ
か
得
電

　
ス
ケ
ッ
チ
は
同
大
圓
に
あ
ら
す
し
て
覗
直
径
一
秒
に
つ
き
三
ミ
リ
の

ス
ク
ー
ル
を
使
用
す
。
衝
附
近
は
三
ミ
リ
Q

　
蓮
河
を
多
．
く
書
か
ざ
る
事
。
幾
度
も
容
易
に
見
非
常
に
確
か
ざ
思
は

ね
ば
書
か
ぬ
事
。

　
シ
ー
イ
ン
グ
ス
ケ
ー
ル
に
は
ピ
ケ
ー
－
’
ン
グ
標
準
シ
ー
イ
ン
グ
を
使
ふ

註
　
天
界
八
月
號
。
七
吋
六
感
牛
に
ば
最
良
十
一
の
ス
ケ
ー
ル
た
使
用
す
Q

ス
ケ
ッ
チ
は
成
る
べ
く
器
物
近
く
自
分
で
現
し
易
い
描
法
に
よ
る
。

註
　
素
面
雷
鼓
に
四
B
に
て
描
く
、
霞
の
下
手
な
自
分
拭
決
し
て
見
六
も
の
だ

　
け
貫
け
な
い
し
叉
實
物
亡
も
余
り
似
な
い
Q

観
測
期
間
は
｝
九
一
ご
二
年
＋
二
月
一
日
よ
り
二
四
年
＋
一
月
未
兵
役

の
爲
飴
儀
な
く
中
止
す
る
ま
で
一
年
間
其
の
間
六
十
回
ば
か
り
観
測
し

入

七
月
始
め
よ
り
系
統
的
の
観
測
を
始
め
た
Q
一
回
観
測
に
約
一
時
間
。

時
間
を
待
ち
火
星
の
高
度
を
待
つ
爲
に
仲
々
の
時
間
を
浪
費
す
る
。

　
観
測
時
間
は
九
月
ま
で
常
に
夜
鷹
に
な
り
十
月
以
後
は
夕
方
観
測
出

來
る
。
此
の
間
自
分
の
都
合
や
或
は
天
候
に
よ
っ
て
可
な
り
さ
ま
た
び

ら
れ
た
が
相
等
綾
い
て
居
る
。

　
黙
黙
の
二
言
が
観
測
結
果
を
支
配
す
る
最
大
の
條
件
で
あ
る
が
自
分

の
記
録
し
た
標
準
シ
：
イ
ン
グ
の
統
計
は
日
本
内
地
に
於
け
る
遊
星
観

測
に
關
す
る
材
料
ミ
し
て
興
味
多
き
も
の
・
こ
信
ず
る
。
火
星
面
即
ち

京
都
に
於
て
南
子
午
線
近
く
高
度
四
十
度
附
近
に
於
て
シ
ー
イ
ン
ダ
十

は
二
十
夜
に
一
回
，
九
は
五
夜
に
一
回
、
八
に
登
る
事
は
五
夜
に
三
夜

も
あ
る
。
即
ち
滑
河
を
明
瞭
に
見
得
る
日
は
甚
だ
多
い
。
シ
ー
イ
ン
グ

七
に
な
れ
ば
観
測
は
出
．
來
る
。
五
以
下
で
は
何
物
を
も
見
る
事
は
出
來

す
観
測
不
能
で
あ
る
。
五
以
下
の
日
は
十
日
に
一
日
半
で
あ
る
か
ら
観

測
不
能
の
日
は
先
づ
稀
で
あ
る
、
七
が
火
星
に
於
て
普
通
の
三
態
で
あ

る
。
結
果
は
決
し
て
良
い
霊
感
を
示
さ
な
い
み
し
か
し
大
都
會
の
北
部

S
し
て
意
外
な
好
結
果
で
あ
る
。
叉
室
氣
の
最
良
最
高
の
試
験
ε
さ
れ

て
居
る
ア
リ
ス
チ
レ
ス
の
二
重
漫
漫
を
シ
ー
イ
ン
グ
八
以
上
の
夜
な
れ

ば
七
吋
に
て
二
重
に
見
得
る
シ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る
故
に
遊
星
観
測
に
は

悪
い
一
こ
は
言
え
な
い
。
叉
自
分
で
侮
晩
相
當
に
見
え
る
ε
い
み
條
件
で

六
吋
牟
を
選
ん
だ
事
は
大
し
た
誤
で
は
な
い
。
京
都
で
は
七
吋
位
が
最

も
有
効
な
口
径
だ
電
脳
ふ
ρ

　
七
吋
の
代
り
に
十
吋
准
使
用
し
糞
定
す
れ
ば
一
箪
位
だ
け
シ
ー
イ
ン
グ
が
悪
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く
な
る
。
師
ち
段
鼻
ぜ
同
じ
く
能
傘
な
あ
げ
る
日
が
三
分
一
ま
で
減
少
す
る
．
甚

だ
重
大
な
ろ
結
果
で
あ
ろ
。
十
吋
笹
火
星
用
ε
し
て
京
都
で
に
畢
常
日
に
無
理

で
あ
ろ
9
し
か
し
六
吋
孚
の
代
り
に
八
吋
牛
反
射
た
使
ふ
定
ず
れ
ば
牛
斗
組
だ

け
悪
く
な
る
が
未
だ
シ
ー
イ
ン
グ
に
良
い
Q
確
か
に
八
端
宇
（
悪
い
日
ほ
凝
り

を
使
え
げ
よ
い
）
ば
利
釜
で
あ
ろ
。
自
分
ば
飴
の
理
由
に
よ
っ
て
必
要
な
る
費

用
が
得
ら
れ
」
ば
八
吋
牛
存
求
め
雲
い
。
天
候
の
シ
ー
イ
ン
グ
ば
四
十
度
よ
り

一
軍
位
良
い
故
に
京
都
に
於
て
天
頂
で
＋
の
事
ば
珍
ら
し
く
な
い
。
冬
に
ば
少

々
悪
い
。
内
地
に
於
て
シ
ー
イ
ン
グ
の
良
い
所
で
に
京
都
よ
リ
一
軍
位
匡
良
い

だ
り
う
が
遊
星
の
研
究
に
毎
夜
十
吋
の
全
口
径
為
有
敷
に
使
え
ろ
所
が
あ
る
か

疑
問
で
あ
ろ
。
天
氣
に
内
地
に
悪
い
が
シ
ー
イ
ン
グ
ば
左
ほ
こ
悪
く
に
な
い
様

で
あ
る
9
し
か
し
決
し
丈
良
い
観
測
輩
出
來
沁
。

　
全
観
測
時
期
に
於
て
得
た
描
叢
を
ま
ε
め
て
口
糟
の
火
星
圏
ミ
し
た

筆
孝
が
自
信
を
も
つ
て
登
表
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
圖
に
於
て
は

七
月
乃
至
十
月
末
ま
で
に
観
測
せ
る
も
の
を
含
む
が
、
圭
－
こ
し
て
八
月

中
旬
よ
り
九
月
上
句
の
も
の
を
基
「
こ
せ
る
も
の
で
位
置
は
フ
ラ
ン
マ
リ

オ
ン
氏
の
原
爆
を
一
こ
つ
た
、
箇
々
の
名
稻
は
繁
り
に
複
雑
な
る
故
に
一

戸
博
土
筆
最
近
の
宇
宙
観
或
は
天
界
大
正
十
一
年
七
月
号
に
あ
る
火
星

圖
ざ
比
較
さ
れ
た
い
。
二
圖
の
火
星
面
の
ス
ケ
ツ
チ
ー
し
経
度
に
比
較
さ

れ
」
ば
各
匙
に
つ
き
観
測
時
に
認
め
ら
れ
た
る
形
献
が
分
か
る
で
あ
ら

鴨
り
。
　
口
糟
の
A
B
C
D
E
F
圖
は
筆
者
が
得
た
描
書
中
最
も
よ
く
見
え
た ざ

思
ふ
も
の
恥
辱
爲
で
あ
る
。
六
葉
は
ほ
“
経
度
六
十
度
づ
」
を
離
れ

て
居
る
。
筆
者
が
認
め
た
蓮
河
の
数
は
約
四
＋
二
で
重
要
な
る
蓮
河
は

総
て
記
録
さ
れ
て
居
る
、
洋
画
の
撒
は
約
二
十
二
で
あ
る
。

　
口
縮
の
火
星
圖
が
自
分
の
得
た
結
果
を
示
し
て
居
る
。
此
れ
ε
す
で

に
嚢
表
さ
れ
た
圖
、
こ
比
較
さ
れ
・
ば
今
年
の
火
星
の
表
面
－
こ
自
分
の
結

果
が
分
か
る
ご
思
ふ
。
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今
年
の
火
星
面
の
季
期
は
一
九
〇
九
年
の
も
の
ε
ほ
草
一
致
す
る
の

で
可
な
り
よ
く
似
て
居
る
。
ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
の
一
九
〇
九
年
の
圓
が

一
戸
氏
の
最
近
の
宇
宙
観
に
出
て
居
る
が
良
き
比
較
で
あ
ら
う
ρ
し
か

し
直
接
比
較
は
出
來
な
い
。
口
径
が
三
十
三
封
七
吋
で
あ
る
か
ら
海
上

に
自
分
の
圖
は
著
し
く
詳
細
を
鋏
い
て
居
る
が
此
れ
は
小
口
径
の
事
で

あ
る
か
ら
止
む
を
得
な
い
。
圖
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
。

九
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ぎ
量
。
。
。
，
囁
葛
が
乱
行
牛
で
二
箇
に
見
え
ピ
ソ
ン
郵
駅
の
巾
は
其
の

間
隔
に
等
し
い
。
℃
餌
．
臼
吋
器
写
昏
日
は
今
年
は
甚
だ
細
か
っ
た
。
十
月

に
は
大
分
太
く
な
っ
た
。
》
q
・
の
フ
ォ
ー
ク
は
明
瞭
に
開
い
て
居
た
。

ω
ぎ
。
，
同
§
。
馨
が
九
月
に
至
っ
て
右
方
に
延
長
し
一
九
〇
九
年
の
如
き

形
s
な
っ
た
。
H
民
蕊
二
河
は
九
月
に
出
現
し
た
。
o
p
ロ
σ
q
窃
蓮
台
の
出

護
鮎
に
二
箇
の
三
一
が
あ
り
b
ゴ
9
①
静
は
甚
だ
細
い
。
日
窪
。
ロ
ぼ
。
，
団
、
。
口
ψ
は

口
径
不
足
の
爲
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
來
な
か
っ
た
◎
紺
、
臣
。
負

爵
呂
蓮
河
は
薄
曲
放
射
状
且
つ
濃
厚
p
匿
・
・
を
共
ふ
。
客
。
。
冠
。
・
．
。
・

三
唱
河
に
は
一
九
〇
丸
年
ε
同
じ
く
節
あ
り
。
国
。
ω
喜
。
毎
・
。
一
河
は
今
年

よ
く
見
え
た
細
い
。
貯
。
蕊
留
臣
は
二
重
で
大
小
で
あ
る
。

　
固
琶
毒
の
五
角
形
が
今
年
は
全
部
見
え
た
。
ク
ル
ベ
ル
ス
は
甚
だ
鮮

明
直
線
だ
が
一
般
に
著
し
く
丸
形
く
」
な
っ
た
。
諺
珪
。
囁
蓮
河
が
本
年
は

明
瞭
で
あ
っ
た
．
、
ア
メ
ン
テ
ス
及
び
バ
ラ
ス
が
著
し
く
出
現
し
た
。

ω
葦
置
寓
呂
自
の
形
献
は
九
月
末
の
も
の
。

　
一
般
に
今
年
の
火
星
面
は
季
図
引
化
ミ
し
て
漫
然
起
る
べ
き
事
を
く

り
か
え
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

蓮
河
　
蓮
河
は
見
難
い
も
の
に
は
相
違
な
い
。
し
か
レ
悪
き
シ
ー
イ
ン
グ
よ

り
有
し
な
い
ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
が
蓮
河
反
謝
論
者
を
し
て
誤
ま
ら
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紬
0

た
説
明
。
郎
ち
蓮
河
は
一
秒
の
何
分
の
一
し
か
見
え
な
い
等
の
も
の
で

は
な
い
。
シ
ー
イ
ン
グ
九
十
ミ
な
れ
ば
数
本
の
運
河
は
同
時
に
長
く
見

て
居
れ
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ー
イ
ン
グ
八
に
達
せ
ざ
れ
ば
運
河
は
明
瞭

に
見
る
事
は
出
來
ぬ
。
ニ
ロ
シ
ロ
チ
ス
、
ク
ル
ベ
ル
ス
、
ア
ガ
ソ
デ
モ

ン
の
如
き
運
河
は
火
星
面
上
に
墨
に
て
引
け
る
如
き
黒
き
も
の
で
．
あ
る

叉
巾
ミ
し
て
も
数
本
の
蓮
河
が
同
時
に
認
め
ら
れ
る
時
に
其
の
箇
々
の

巾
間
隔
を
比
較
す
れ
ば
自
分
の
巾
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏
の
も
の
ミ
ほ
黛

等
し
い
。
ピ
ク
リ
ン
グ
氏
の
も
の
よ
り
細
い
。
衝
の
近
く
に
於
て
ニ
ロ

・
ク
ラ
ス
、
矛
ク
ト
ル
、
　
オ
エ
ロ
・
1
し
　
オ
ル
カ
ス
b
　
ネ
ペ
ン
テ
ス
ト
ス
蓮
河

に
は
完
全
な
る
線
に
あ
ら
す
し
て
多
少
の
構
造
を
示
し
た
。
し
か
し
他

は
絡
て
一
様
な
る
巾
備
ミ
濃
さ
を
有
し
て
居
る
。
甚
だ
細
い
ロ
ー
エ
ル
流

の
蓮
河
は
全
然
見
え
ぬ
わ
け
は
な
く
べ
ー
チ
ス
、
ゴ
ル
ゴ
ン
等
は
甚
だ

細
い
。
し
か
し
蓮
河
の
巾
に
關
し
て
は
、
自
分
の
経
験
は
ブ
イ
リ
ツ
プ

ス
、
ピ
ケ
リ
ン
グ
ト
ム
ソ
ン
、
等
反
、
ロ
ー
エ
ル
派
の
人
等
ざ
ほ
“
一
致

す
る
。
ロ
ー
エ
ル
説
の
根
本
で
あ
る
細
い
蓮
河
が
細
く
な
い
以
上
ロ
ー

エ
ル
説
は
自
分
で
は
信
ず
る
事
は
出
來
な
い
。

　
蓮
河
は
飴
り
多
く
見
な
い
様
に
し
た
Q
約
四
十
二
を
記
録
し
た
が
間

違
っ
て
も
か
ま
は
ぬ
な
れ
ば
な
百
の
蓮
蒋
を
見
る
事
は
可
能
で
あ
る
。

　
今
年
の
衝
に
於
て
は
望
遽
鏡
観
測
に
縫
験
あ
る
入
な
れ
ば
ク
ル
ベ
ル

ス
、
不
ク
ト
ル
等
は
容
易
に
見
え
た
は
す
で
あ
る
。
知
人
の
小
林
君
は
此

れ
等
を
容
易
に
見
た
。
叉
三
吋
に
て
も
衝
の
近
く
に
於
て
は
豊
本
の
蓮

河
を
容
易
に
見
得
た
。
ス
コ
フ
イ
ル
ド
及
日
喜
多
君
の
話
に
よ
る
霊
ク
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ル
ペ
ル
ス
は
二
十
で
容
易
に
見
え
た
そ
う
で
あ
る
。
海
の
形
欺
を
も
明

瞭
に
見
得
ぬ
人
が
蓮
河
を
見
る
事
は
出
立
な
い
。

　
　
（
前
η
ジ
〃
の
観
測
者
フ
セ
イ
氏
の
言
に
よ
れ
ば
一
九
＝
年
同
氏
ほ
ウ
ィ

　
ル
ソ
ン
山
山
ハ
十
吋
に
て
㎞
愚
母
た
｛
谷
易
に
．
認
め
六
ス
了
田
な
ろ
が
伽
概
測
せ
ろ
他
の
一

　
人
に
有
名
な
ろ
ア
リ
ン
の
爪
を
さ
へ
認
め
ろ
能
は
す
’
し
て
蓮
河
見
え
ず
故
に
存

　
在
ぜ
す
ぜ
構
ぜ
リ
ミ
）

　
　
（
前
入
月
號
の
甘
リ
ケ
ン
グ
氏
の
報
皆
奄
見
ら
れ
六
方
に
ピ
ク
嚇
ン
グ
ダ
グ

　
ラ
ス
等
の
一
流
の
襯
測
者
が
火
星
観
測
者
が
蓮
河
な
甚
だ
太
く
霞
い
て
居
る
の

　
に
注
意
さ
れ
糞
で
ぜ
う
〇
一
九
〇
九
年
ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
、
へ
一
〃
氏
の
蓮
河
存

　
在
ぜ
す
ぜ
の
嚢
表
に
蓮
河
が
ロ
ー
エ
ル
流
の
細
き
も
の
に
あ
ら
す
し
て
其
の
位

　
置
に
太
き
不
明
瞭
な
る
線
為
乳
認
め
六
る
の
み
で
あ
る
。

蓮
河
を
意
味
通
り
の
人
工
転
転
¶
こ
解
す
る
程
誤
解
は
な
い
。
現
在
で
は

月
の
悔
の
如
き
名
稽
・
こ
同
じ
く
火
星
斑
状
の
線
歌
の
模
様
の
名
構
で
あ

る
。八

日
初
旬
リ
ム
の
雲

　
八
月
三
日
六
吋
牟
最
初
の
観
測
に
於
て
火
星
面
の
右
邸
ち
曉
に
當
る

海
上
南
極
冠
に
連
子
し
て
周
遷
が
甚
だ
明
る
く
曉
天
の
雲
或
は
霜
を
思

は
せ
る
輝
が
見
ら
れ
た
。
経
度
六
十
度
を
中
心
ε
も
て
八
日
迄
見
ら
れ

た
が
八
月
に
は
赤
道
近
く
の
み
こ
な
っ
た
。
此
の
事
件
は
丁
度
E
血
誌

に
よ
る
ε
F
イ
リ
ソ
ン
氏
に
よ
り
経
度
九
十
度
を
中
央
，
こ
し
て
印
度
コ

ロ
ン
ボ
に
於
て
十
二
吋
エ
リ
ソ
ン
鏡
に
よ
り
同
じ
く
三
日
に
大
規
模
の

同
現
象
が
観
測
さ
れ
て
居
る
。
八
月
二
日
縄
度
三
二
＋
度
の
観
測
に
於

て
や
は
り
自
韓
を
許
し
て
大
ス
ク
ー
ル
の
黄
色
部
．
か
見
ら
れ
て
居
る
の

で
此
の
頃
南
海
上
経
度
百
八
十
度
附
近
に
現
れ
た
雲
で
は
な
い
か
¶
し
思

ふ
。
此
の
後
此
れ
程
強
い
リ
ム
の
輝
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
大
シ
ル
チ
ス
、
ト
ス
、
不
ペ
ン
テ
ス
及
び
ア
メ
ン
テ
ス
白
河
の
純
化
。

団
。
燭
ロ
一
ρ
吋
》
・
。
帥
目
8
。
越
日
β
嵩
。
，
↓
口
ぐ
號
に
於
て
ピ
ク
リ
ン
グ
氏
は
興
味
多
き

虚
言
を
雷
管
も
た
。
帥
ち
今
年
は
ア
メ
ン
テ
ス
運
河
が
出
現
し
ト
ス
ネ

ペ
ン
テ
ス
蓮
河
が
消
失
し
此
れ
に
從
っ
て
大
シ
ル
チ
ル
の
形
歌
及
び
リ

ブ
や
部
の
明
る
さ
の
黒
化
が
起
る
は
す
で
あ
る
等
で
あ
る
Q
英
國
の
観

測
者
の
報
告
を
見
る
に
此
の
部
分
が
興
味
の
中
心
ε
な
っ
た
ら
し
く
又

事
實
見
掛
け
上
驚
く
べ
き
攣
化
を
や
っ
た
。
此
れ
等
は
現
在
ま
で
に
火

星
季
期
的
の
憂
化
ε
し
て
知
ら
れ
て
居
た
事
で
あ
る
ウ

　
七
月
よ
り
十
」
月
末
ま
で
の
観
測
を
材
料
く
」
し
て
設
き
た
い
。
観
測

の
中
間
は
全
然
見
え
ぬ
の
で
鮮
明
を
か
く
。
ア
メ
ン
テ
ス
は
確
か
に
出

て
來
た
。
し
か
し
ト
ス
ネ
ペ
ン
テ
ス
は
漕
失
し
な
か
っ
た
。
且
つ
大
シ

ル
チ
ス
の
面
積
に
非
常
な
る
攣
化
が
あ
っ
た
。
大
シ
ル
チ
ス
の
面
積
の

攣
化
は
圖
を
見
て
了
解
さ
れ
た
い
。

　
七
月
十
二
日
よ
り
二
カ
日
パ
ラ
ス
及
び
ア
メ
ン
テ
ス
蓮
村
存
在
ア
メ

ン
テ
ス
蓮
三
軍
だ
明
瞭
な
れ
，
ご
ト
ス
ネ
ペ
ン
テ
ス
逡
に
認
め
ら
れ
す
少

な
く
S
も
甚
だ
淡
し
。
大
シ
ル
チ
ス
甚
だ
太
し
。

＝
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七
月
末
英
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
氏
の
観
測
に
よ
れ
ば
ト
ス
ネ
ペ
ン
テ
ス

蓮
河
甚
だ
明
瞭
，
下
旬
に
出
現
か
，
ア
メ
ン
テ
ス
も
存
在
。

　
八
月
十
八
日
一
二
十
三
日
大
シ
ル
チ
ス
縮
小
レ
モ
ー
リ
ス
湖
出
現
す

ト
ス
、
昂
ペ
ン
テ
ス
蓮
河
明
瞭
ア
メ
ン
チ
ス
存
在
パ
ラ
ス
消
失
。

　
英
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
の
観
測
に
よ
れ
ば
大
シ
ル
チ
ス
劇
論
き
縮
小
。

　
九
月
十
七
日
－
三
十
目
リ
プ
や
部
暗
く
な
り
白
貼
を
認
む
。
シ
ル
チ

ス
の
北
端
細
れ
る
爲
に
一
八
七
七
年
宏
大
シ
ル
チ
ス
中
に
浸
せ
る
ネ
ベ

ン
デ
ス
蓮
河
五
十
年
目
り
に
て
明
瞭
に
出
現
す
。
パ
ラ
ス
十
八
日
に
は

甚
だ
明
瞭
な
り
し
が
、
、
矛
ペ
ン
テ
ス
く
」
白
雲
き
三
十
日
ま
で
漸
次
淡
く

な
り
ア
メ
ン
テ
ス
蓮
河
急
速
に
爽
聾
す
。
ツ
リ
ト
ン
湖
出
現
ア
メ
ン
テ

ス
北
部
移
動
せ
る
が
ア
メ
ン
テ
ス
を
除
け
ば
噌
九
〇
九
年
の
如
き
長
き

シ
ル
チ
ス
ε
な
る
〇

　
十
月
二
十
六
日
－
十
一
月
三
口
些
些
リ
プ
や
部
を
海
S
誤
れ
る
穐
暗

く
な
る
ト
ス
淡
し
。

十，月末のシルチス

　
以
上
の
如
き
ト
ス
、
不
ベ
ン
テ
ス

蓮
河
－
こ
ア
メ
ン
テ
ス
の
交
代
は
以

前
よ
り
知
ら
れ
て
居
に
事
で
あ
る

交
に
因
果
關
が
あ
る
が
パ
ラ
ス
ε

ア
メ
ン
テ
ス
は
厚
臼
い
。
大
シ
ル

チ
ス
の
工
大
な
る
縮
小
は
何
で
あ

る
か
分
か
ら
ぬ
。
地
球
上
に
此
れ

・
に
類
す
る
何
物
を
も
知
ら
な
い
し

一
二

か
し
此
れ
は
火
星
上
の
明
瞭
な
る
季
期
痩
化
で
あ
る
。

南
極
冠

　
南
極
冠
は
終
始
よ
く
見
え
て
居
り
火
星
季
節
の
進
行
ε
共
に
漸
次
縮

小
し
た
。
極
冠
に
關
す
る
二
三
特
筆
す
べ
き
事
件
が
あ
っ
た
。

　
七
月
六
日
目
ー
イ
ン
グ
九
ざ
い
ふ
満
山
件
の
下
で
極
冠
に
注
意
し
た

所
極
冠
が
著
し
く
黄
色
で
極
冠
上
に
黄
色
の
雲
が
散
在
せ
る
横
に
見
え

た
。
ス
コ
フ
イ
ル
ド
氏
は
六
、
七
回
日
に
同
事
件
を
観
察
し
て
居
ら
れ

る
。
八
ロ
朝
に
至
っ
て
大
極
冠
を
横
断
し
て
明
瞭
な
破
れ
目
が
見
え
黄

色
雲
は
晴
れ
た
。
破
れ
目
の
中
央
に
曲
り
が
あ
る
。
十
二
日
朝
に
至
っ

て
右
方
が
細
く
な
り
＋
四
日
に
到
り
漕
失
し
て
牛
分
ミ
な
っ
た
。
極
冠

中
の
端
に
十
五
日
に
僅
か
十
八
臼
に
は
明
瞭
な
る
沼
を
作
り
二
十
八
日

に
は
再
び
黄
色
雲
が
現
れ
破
れ
目
は
八
月
三
日
に
到
っ
て
見
え
な
く
な

っ
た
。
近
若
の
ピ
ク
リ
ン
グ
氏
の
來
信
に
よ
れ
ば
八
日
よ
り
少
し
早
く

現
出
し
た
ε
の
事
で
あ
り
六
月
二
十
八
日
に
は
F
エ
リ
ソ
ン
氏
に
よ
り

y
型
の
リ
フ
ト
を
認
め
ら
れ
る
。
位
置
は
よ
く
一
致
す
る
（
二
十
八
日

に
は
京
都
で
は
鶴
の
爲
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
）
以
前
の
観
測
を
見
て

此
の
リ
フ
ト
は
六
月
中
旬
に
出
現
し
七
月
初
旬
に
雲
に
て
覆
は
れ
八
日

に
到
っ
て
急
に
出
現
し
た
も
の
ミ
思
ふ
。

　
極
冠
は
九
月
十
九
日
ま
で
順
調
に
縮
小
し
た
が
九
月
二
＋
五
日
に
到

っ
て
急
に
不
鮮
明
S
な
り
雲
に
包
ま
れ
た
ら
し
く
十
月
九
日
に
至
っ
て
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晴
れ
た
が
此
の
月
に
は
極
冠
は
随
分
小
さ
く
明
瞭
に
な
っ
て
居
た
叉
十

四
日
象
で
其
の
右
方
に
雲
の
断
片
を
認
め
た
。
以
後
極
冠
甚
だ
少
さ
く

イ
ラ
ジ
エ
ー
シ
オ
ン
の
爲
に
星
虫
ε
異
ら
ぬ
襟
で
あ
る
。
十
一
月
に
入

っ
て
一
回
雪
嵐
が
あ
っ
た
ら
し
く
極
冠
少
し
く
亜
大
し
径
度
百
八
十
度

の
方
向
に
大
な
る
雲
を
共
っ
て
十
一
月
末
に
至
つ
九
が
未
だ
明
瞭
…
な
る

小
極
冠
を
示
し
て
居
る
。
極
冠
は
経
度
百
二
十
度
の
方
向
に
偏
心
し
た

様
で
あ
る
G
極
冠
に
黄
色
雲
を
認
む
れ
ば
必
ず
何
か
引
綾
い
て
起
る
様

で
あ
る
。

蓮
河
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
効
果

註
　
ロ
ー
エ
ル
派
の
蓮
河
な
見
て
居
る
所
に
憲
二
買
薫
る
人
等
に
に
蓮
河
で
な
し

　
に
甚
だ
淡
く
殆
ん
ご
目
に
つ
か
ぬ
位
の
爾
側
の
明
る
さ
が
異
ふ
事
に
一
入
九

　
八
年
、
英
ケ
ン
プ
ソ
ー
ン
氏
が
十
二
吋
で
見
出
し
糞
事
で
一
九
〇
三
年
仁
到
つ

　
て
此
の
観
測
が
進
ん
で
面
河
の
爾
側
ば
殆
ん
ご
全
部
明
る
さ
が
異
ひ
蓮
田
が

　
其
の
境
界
線
に
な
っ
て
居
る
事
が
昌
、
ー
ソ
ス
ウ
オ
1
ス
氏
等
に
確
め
ら
れ
六

　
此
れ
た
知
ら
ず
し
て
不
注
意
に
見
れ
ば
明
暗
の
界
線
が
線
に
見
え
ろ
叉
蓮
河

　
だ
ミ
思
っ
て
も
明
暗
の
界
だ
け
し
か
な
い
。
蓮
河
の
爾
側
の
奪
う
さ
が
異
ふ

　
事
に
面
白
い
事
實
で
あ
り
ロ
；
工
濯
派
の
人
等
に
決
し
て
此
れ
た
認
め
な
い

　
　
一
三
匡
ア
ン
ト
ニ
ァ
ヂ
一
三
雌
れ
が
蓮
河
の
根
本
だ
オ
考
へ
た
が
此
れ
匡
少

　
々
無
理
で
決
し
て
言
ひ
過
ぎ
て
に
な
ら
ぬ
。
或
み
三
河
に
確
か
に
見
え
ろ
が

　
此
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
現
象
が
あ
る
事
に
疑
に
れ
な
い
。
此
の
問
題
に
一
九
二

　
〇
年
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
の
市
側
に
よ
っ
て
再
び
満
干
の
目
標
ヒ
な
ろ
だ
ら
う
Q

　
（
入
月
號
ピ
ケ
切
ン
グ
氏
報
告
参
照
）

　
七
月
二
十
八
日
七
吋
で
シ
ー
イ
ン
グ
九
に
乗
じ
て
注
意
深
く
経
度
百

八
十
度
を
中
心
に
見
て
居
た
が
客
選
が
澤
山
見
え
る
だ
ら
う
一
こ
い
ふ
豫

想
に
反
も
甚
だ
少
な
く
ユ
ー
メ
ン
デ
ス
運
河
が
見
え
す
明
噌
の
界
の
み

が
あ
っ
た
。
八
月
八
日
六
回
議
で
ヤ
ヌ
マ
言
違
に
選
る
部
分
に
明
噌
が

見
え
二
三
日
後
シ
ゲ
ウ
ス
岬
に
も
認
め
た
が
ふ
ご
ピ
グ
リ
ン
グ
氏
の
報

告
二
十
五
を
見
て
始
め
て
自
分
の
見
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
分
か
つ
た

此
れ
は
反
射
の
銑
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
爲
で
七
吋
で
は
氣
つ
か
な
か
っ

た
で
あ
ら
う
。
其
後
此
の
事
項
に
は
特
に
注
意
し
て
六
吋
牛
及
び
七
吋

で
録
し
た
が
六
吋
牟
は
此
の
目
的
に
は
は
る
か
に
有
力
で
あ
っ
た
。
此

れ
は
視
直
径
の
大
で
あ
る
時
に
の
み
良
娼
な
る
シ
ー
イ
ン
グ
に
よ
り
認

め
ら
れ
た
。
非
常
に
僅
か
な
明
る
さ
の
差
で
あ
る
故
攣
光
星
観
測
か
ら

得
た
精
細
な
眼
覗
光
度
目
測
の
経
験
が
意
外
な
所
で
役
に
立
つ
た
、
ロ

ー
エ
ル
派
の
白
河
の
位
置
に
相
當
す
る
界
線
は
約
十
四
あ
る
が
視
直
径

の
大
で
あ
る
時
に
界
で
あ
っ
た
所
か
ら
観
直
径
が
少
逃
く
な
っ
て
か
ら

其
の
内
五
本
も
明
瞭
な
三
河
が
出
て
悪
感
観
測
中
黒
の
大
部
分
は
不
注

意
に
見
れ
ば
懸
河
く
」
見
ら
れ
た
。
此
れ
等
は
短
時
間
細
い
蓮
河
ε
し
て

見
え
る
此
の
著
し
い
例
は
ユ
ー
メ
ン
デ
ス
蓮
河
で
自
分
で
見
る
も
の
は

ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
の
ε
一
致
す
る
。
何
日
ま
で
此
れ
が
事
實
で
あ
っ
て

蓮
河
中
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
効
某
の
蓮
河
が
含
ま
れ
る
か
知
ら
ぬ
が
著
名

な
濃
厚
な
運
河
は
確
か
で
あ
る
。
よ
う
や
く
最
近
に
始
め
ら
れ
た
観
測

で
あ
る
故
此
れ
以
上
の
論
は
無
用
で
あ
る
。一

三
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二
重
蓮
河

　
法
域
問
題
に
干
し
長
く
問
題
に
さ
れ
た
二
重
運
河
は
自
分
で
度
々
見

る
事
が
出
來
た
。
月
火
に
ア
リ
ス
チ
レ
ス
の
二
重
謙
辞
が
我
々
の
口
径

で
明
瞭
に
見
え
る
以
上
火
星
の
二
重
蓮
河
が
若
く
存
在
す
れ
ば
七
吋
で

充
分
見
る
だ
け
の
資
格
は
あ
る
、
し
か
し
見
え
る
二
重
は
火
星
の
蓮
河

の
は
ア
リ
ス
チ
レ
ス
の
よ
り
困
難
で
あ
る
。
自
分
で
如
何
に
し
て
見
え

る
か
ぐ
」
言
え
ば
良
好
な
る
シ
ー
イ
ン
グ
に
於
て
明
瞭
な
る
巾
の
あ
る
蓮

河
に
の
み
認
め
得
る
。
其
の
蓮
河
に
注
目
す
れ
ば
箪
一
で
あ
る
も
の
が

突
然
蘭
引
が
暗
く
な
り
二
本
に
な
る
。
中
央
部
は
僅
か
に
暗
く
前
の
躍

蓮
河
よ
り
は
淡
い
。
し
か
し
こ
れ
は
↓
秒
以
上
見
え
な
い
。
曹
う
し
て

も
自
分
で
は
確
か
ε
は
思
は
れ
ぬ
。
ピ
ク
リ
ン
グ
氏
の
説
の
如
く
軍
蓮

河
の
揚
合
の
如
く
パ
ッ
ク
惰
、
」
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
効
果
に
過
ぎ
ぬ
か
も
知

れ
ぬ
．
自
分
で
確
か
一
し
断
定
し
得
ぬ
の
で
総
て
オ
ミ
ッ
ト
し
た
。

註
　
自
分
の
二
重
蓮
河
の
観
察
は
故
モ
ー
レ
ス
ゥ
オ
ー
ス
氏
の
一
こ
一
致

　
す
る
。

　
観
測
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
事
は
火
星
の
表
面
が
甚
だ
活
溌
な
る
季

期
攣
化
を
や
る
事
で
あ
る
。
叉
雲
が
可
な
り
多
い
事
を
知
の
得
る
。
断

言
す
ろ
わ
け
で
は
な
い
が
観
測
の
直
接
の
結
某
潔
し
て
、

一
四

蓮
河
は
ピ
ケ
リ
ン
グ
派
の
太
き
も
の
で
大
多
撒
は
曲
っ
て
居
り
其
の

形
状
は
規
則
的
で
あ
る
。

火
星
の
外
観
は
英
の
ト
ム
ソ
ン
，
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏
の
如
き
叉
は
ア

ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
の
描
叢
の
デ
・
イ
ル
を
堅
く
し
た
る
如
き
も
の
で
あ

る
。
且
つ
雲
が
し
ば
く
見
ら
れ
る
。

　
観
測
に
於
て
は
七
三
は
六
一
牟
よ
り
よ
く
使
は
れ
九
。
前
者
は
時
計

付
き
で
あ
り
叉
よ
り
安
定
な
る
像
を
與
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一

般
の
観
測
に
は
，
前
者
の
方
が
良
い
の
は
其
論
で
あ
る
が
見
え
る
も
の

に
は
殆
ん
さ
差
が
な
い
。
六
吋
牟
で
は
は
る
か
に
封
構
が
描
く
鮮
明
に

見
え
る
。
海
其
他
箇
々
の
形
駅
に
旨
し
て
は
七
吋
が
良
い
が
蓮
河
及
び

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
効
果
の
淡
き
三
襟
を
見
る
に
は
六
画
派
は
充
分
優
っ
て

居
る
。
穿
話
牛
で
は
蓮
河
は
黒
く
樂
に
鮮
明
に
見
え
る
。
不
便
を
忍
ん

で
六
吋
牛
を
使
っ
た
の
は
此
の
檬
な
理
由
で
あ
る
。
九
ゴ
海
ε
重
要
な

蓮
河
を
記
録
す
る
だ
け
な
ら
七
吋
の
方
が
良
い
。
土
船
レ
ン
ズ
は
ワ
ア

イ
ス
肚
の
U
。
切
げ
犀
、
℃
8
げ
．
。
日
銭
。
で
通
常
の
色
消
し
ミ
は
遊
星
に
封
し

て
は
良
い
結
果
を
與
え
て
く
れ
る
。
六
吋
牛
が
赤
道
儀
ざ
な
り
適
當
な

ア
イ
ピ
レ
ス
を
備
え
た
な
れ
ば
六
吋
牟
通
常
の
色
漕
し
ぐ
一
は
確
か
に
良

い
だ
ら
う
ε
思
ふ
。

　
倍
牽
に
薄
し
て
は
前
者
に
二
四
〇
，
後
者
に
二
〇
〇
を
使
っ
た
が
此

れ
で
親
直
径
約
六
十
分
位
に
な
る
。
此
れ
で
充
分
な
る
観
察
が
出
來
る



三
〇
〇
以
上
は
硯
直
径
の
小
さ
い
場
合
に
の
み
役
に
立
つ
。

　
二
個
の
器
械
は
ロ
径
の
有
す
る
又
京
都
の
シ
ー
イ
ン
グ
の
有
す
る
能

傘
は
充
分
護
輝
し
て
く
れ
た
。
こ
ミ
に
六
吋
孕
は
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
効
果

に
關
す
る
糸
口
を
作
っ
て
く
れ
た
叉
或
は
七
吋
の
結
果
を
確
め
る
等
に

於
て
自
分
で
無
理
し
て
作
っ
た
六
吋
牛
が
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た

自
分
ε
し
て
火
星
観
測
に
關
す
る
相
當
の
縄
験
も
自
信
も
出
羽
た
の
で

明
後
年
よ
り
一
節
努
力
し
た
い
。
出
來
得
れ
ば
よ
り
大
な
る
器
械
に
よ

り
或
は
よ
り
良
き
観
測
地
よ
り
観
測
し
た
い
。

O
月

食

　
二
月
九
日
日
本
に
て
見
ゆ
る
月
食
あ
り
食
分

七
分
三
厘
午
前
五
時
八
・
六
分
左
の
方
（
目
上
か

ら
八
十
一
度
）
よ
り
即
け
は
じ
め
六
時
四
二
・
○

分
食
甚
－
こ
な
り
六
時
五
五
・
一
分
か
け
た
る
儘

に
て
浸
す
そ
の
時
の
食
分
七
分
二
厘
な
り
。

（二月）‘京都で見える掩徹

星　　　名 光　級 入 方　位 出

1方位　　　　　　一

dCancri 5．9 78　19h　52m 960 7B　　20b　35m 280

227B〃 6．4 9　　1　　1 80 9　　　2　　33 236

80Virginis 5．6 14　　6　19 69 一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

『

15Sagittar廿． 5．3 19　　4　45 ユ63 19　　5　　52 292

16〃 5．9 4　54 80 5　28 18

σCapricomi 5．5 21　　4　　26 133 21　　5　　2護 332

入暗刻に午前0時奄記黙ミす。方位ば月の虞上より東（左の方）へ勘定

53

一
五


